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元
気
な
海
士

崎村だんじり、

復活。

地
域
活
性
化
や
産
業
振
興
の
た
め
の
活
動
、

パ
ワ
ー
溢
れ
る
海
士
人
の
情
報
を
掲
載
！

　
　
月
　
日
、
崎
地
区
に
て
、
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約
２
０
０
年
前
か
ら
伝
わ
る

行
事
「
崎
村
だ
ん
じ
り
」（
町

指
定
無
形
文
化
財
）
が
８
年

ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
崎
村
だ
ん
じ
り
は
、
１
月
　10

日
の
十
日
エ
ビ
ス
に
あ
わ
せ
て

崎
の
三
穂
神
社
で
奉
納
さ
れ

て
い
た
も
の
で
、漁
師
町
・
崎
で

豊
漁
を
祈
願
す
る
祭
り
。
約

　
年
前
ま
で
は
毎
年
行
わ
れ

50て
い
ま
し
た
が
、
過
疎
化
や
少

子
高
齢
化
が
進
ん
で
担
ぎ
手

が
不
足
し
、
最
近
で
は
行
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

食
の
感
謝
祭

　
そ
の
伝
統
行
事
が
つ

い
に
復
活
。
崎
以
外
の

地
区
か
ら
も
担
ぎ
手
と

な
る
若
者
を
募
り
、
何

度
も
練
習
を
重
ね
て
実

現
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
町
内
各
地

か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の

観
客
が
見
守
る
中
、
約

　
人
の
担
ぎ
手
た
ち
は

40子
供
４
人
を
乗
せ
た

「
だ
ん
じ
り
」（
屋
台
）
を

左
右
に
激
し
く
傾
け
な

が
ら
、
漁
協
前
か
ら
三

穂
神
社
ま
で
の
道
を
勇

壮
に
練
り
歩
き
ま
し

た
。
　
伝
統
を
受
け
継
い
で

い
こ
う
と
す
る
地
元
若

者
の
強
い
使
命
感
と
、

そ
の
呼
び
か
け
に
地
区

の
枠
を
越
え
て
応
え
た

海
士
町
の
若
者
達
。

　
山
内
町
長
か
ら
は
、

「
こ
れ
ぞ
男
の
ロ
マ
ン
。

さ
す
が
、
崎
の
底
力
。海

士
町
の
宝
と
し
て
こ
の

祭
り
を
残
し
て
い
き
た

い
！
」
と
の
熱
い
応
援
の

言
葉
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
勢
い
が
他
の
地
区
へ

も
広
が
り
、
町
の
活
力

に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
　
月
８
日
、隠
岐
神
社
に
て
、

11
海
の
幸
、
山
の
幸
、
す
べ
て
の
海

士
の
食
に
感
謝
を
捧
げ
、
そ
の

食
の
豊
か
さ
を
広
く
知
っ
て
も

ら
お
う
と
い
う
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

「
食
の
感
謝
祭
」
が
盛
大
に
開
か

れ
ま
し
た
。

　
海
士
町
観
光
協
会
主
催
で

去
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
は
２

回
め
。
奉
納
の
儀
が
厳
粛
に
執

り
行
わ
れ
、
町
中
の
飲
食
業
、
宿

泊
業
、
農
産
・
海
産
物
の
生
産

者
な
ど
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、

あ
れ
や
こ
れ
や
の
美
味
い
も
ん

を
売
る
ブ
ー
ス
が
　
種
類
以
上
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も
大
集
合
し
ま
し
た
。

　
地
元
の
美
味
し
い
パ
ン
屋
さ

ん
、
と
き
わ
ベ
ー
カ
リ
ー
と
隠
岐

牛
と
の
奇
跡
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
「
隠
岐
牛
サ
ン
ド
」（
３
０
０

円
、
写
真
中
央
）
や
、
コ
ラ
ー
ゲ

ン
が
ぷ
る
ぷ
る
し
て
美
容
に
も

健
康
に
も
よ
さ
そ
う
な
ナ
マ
コ
の

煮
込
み
（
２
０
０
円
、
写
真
左
）

な
ど
、
各
店
に
大
行
列
が
で
き

ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

集
客
数
は
８
０
０
人
超
え
を

達
成（
観
光
協
会
談
）
。

　
今
年
は
　
月
７
日
開
催
の

11

予
定
。
ま
す
ま
す
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

し
そ
う
な
食
の
感
謝
祭
、《
実
り

の
秋
》が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
！
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島
前
高
校
で
出
前
授
業

　
　
月
　
日
、
島
前
高
校
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1
年
生
を
対
象
に
、「
海
藻

か
ら
の
水
素
生
産
と
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
出
前
授
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
島
外
か
ら
東
京

海
洋
大
学
の
能
登
谷
正
浩

教
授
、
横
浜
国
立
大
学
の

谷
生
重
晴
教
授
、
岩
谷
産

業
株
式
会
社
の
藤
本
守
之

氏
ら
、
計
5
名
の
講
師
を
お

招
き
し
ま
し
た
。

　
海
士
町
の
海
藻
バ
イ
オ

燃
料
へ
の
取
り
組
み
紹
介
の

ほ
か
、
地
球
温
暖
化
と
海
藻

の
バ
イ
オ
燃
料
へ
の
活
用
や
、

海
藻
の
水
素
発
酵
に
つ
い
て

の
講
義
、
ま
た
「
水
素
の
物

性
・
水
か
ら
水
素
を
生
産
・

燃
料
電
池
の
組
立
て
」
と

い
っ
た
実
験
が
行
わ
れ
、
生

徒
た
ち
は
真
剣
に
参
加
し

て
い
ま
し
た
。

　
授
業
後
に
提
出
さ
れ
た

感
想
文
で
は
、
講
義
内
容
が

や
や
難
し
か
っ
た
が
興
味
深

く
面
白
か
っ
た
事
、
実
験
が

楽
し
か
っ
た
等
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

心も体も健やかに。町民健康福祉フェア開催
　
　
月
8
日
、
海
士
町
健
康
づ

11
く
り
推
進
協
議
会
主
催
の
「
町

民
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
」
が
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
食
の
感
謝
祭
と
同
日
と
な
り

ま
し
た
が
、　
回
目
を
迎
え
る
恒
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例
行
事
と
あ
っ
て
、
延
べ
１
７
０

名
余
り
が
集
い
ま
し
た
。

　
健
康
づ
く
り
講
演
会
の
講
師

に
は
、
香
川
県
よ
り
山
田
規
畝

子
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

三
度
も
の
脳
卒
中
で
高
次
脳
機

能
障
害
と
な
り
、
様
々
な
不
自

由
を
克
服
し
な
が
ら
、

家
事
や
子
育
て
、
医
師
と
し
て
の

仕
事
、
講
演
活
動
を
続
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
で
す
。

　
お
話
し
し
づ
ら
い
点
を
カ
バ

ー
す
る
た
め
、
隠
岐
保
健
所
の
村

下
所
長
、
出
雲
市
の
石
橋
典
子

氏
と
の
対
談
形
式
を
と
り
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
代
読
す
る
形
で
の
講

演
会
で
し
た
が
（
写
真
上
右
）、

後
遺
症
に
よ
る
言
語
障
害
が
多

少
は
あ
る
も
の
の
、
先
生
の
言
葉

が
参
加
者
の
心
に
響
き
、
会
場
か

ら
の
「
自
分
も
頑
張
り
た
い
！
｣

の
発
言
に
感
動
の
一
幕
も
あ
り

ま
し
た
。

　
先
生
は
、
高
次
脳
機
能
障
害

を
持
つ
者
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す

い
地
域
と
し
て
次
の
二
つ
を
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
一
、
障
害
を
持
つ
人
が
出
来
な

い
こ
と
を
さ
り
げ
な
く
カ
バ
ー
で

き
る「
気
遣
い
の
あ
る
地
域
｣

　
二
、
障
害
を
持
つ
人
が
、
自
分

の
脳
を
学
習
さ
せ
回
復
さ
せ
て
い

く「
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
地
域
｣

　　
誰
も
が
必
ず
歳
を
と
り
ま
す
。

生
涯
の
内
に
思
わ
ぬ
障
害
を
も

つ
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。「
先
生

の
お
っ
し
ゃ
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
す
こ
と
が
、
第
四
次
総
合
振

興
計
画
の
『
島
の
幸
福
論
』
に
つ

な
が
る
｣
と
、
山
内
町
長
が
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
海
士
の

み
ん
な
で
そ
ん
な
温
か
な
町
に
し

て
い
き
た
い
と
感
じ
ら
れ
た
講
演

会
で
し
た
。

　
昼
食
は
、
各
種
団
体
の
協
力

で
海
士
の
食
材
を
生
か
し
た
郷

土
料
理
、
健
康
志
向
料
理
の

数
々
を
味
わ
い
（
写
真
上
左
、
下

左
）、
午
後
か
ら
は
、
歩
こ
う
大
会

や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
催
し
が

あ
り
ま
し
た
。
島
前
高
等
学
校
の

石
田
校
長
先
生
の
奥
様
で
あ
る

石
田
隆
子
氏
を
お
迎
え
し
て
の

パ
ン
作
り
教
室
は
大
好
評
で
、
先

生
の
技
を
学
び
、試
食
を
楽
し
み
、

参
加
者
同
士
の
交
流
の
輪
が
広

が
り
ま
し
た（
写
真
下
右
）。

　
秋
は
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
日
程

の
調
整
に
苦
慮
し
ま
す
が
、
今
年

は
、
大
き
な
行
事
と
重
な
ら
な
い

よ
う
に
配
慮
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
健
康
福
祉
課
）

　

　
海
藻
か
ら
の
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
生
産
は
、
海
士
町
が

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
海

藻
養
殖
産
業
に
お
け
る
将

来
的
な
展
開
の
中
で
重
要

な
役
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
授
業
を
機
に
、
高

校
生
が
海
藻
や
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
興
味
を
抱
き
、
海

士
町
の
海
藻
養
殖
産
業
の

一
翼
を
担
う
人
材
に
育
っ
て

く
れ
る
事
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
（
産
業
創
出
課
）

海
藻
養
殖
産
業
を
知
る
き
っ
か
け
に

実験を進める島前高校の生徒
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海
士
の
白
い
か
や
岩
が
き
、

　
海
士
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
冷

凍
技
術
Ｃ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
商
品
開
発

で
《
島
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
化
》
を
目

指
す
元
気
な
地
元
企
業
、（
株
）
ふ
る

さ
と
海
士（
第
３
セ
ク
タ
ー
）。

　
そ
の
ふ
る
さ
と
海
士
で
は
、
取
引

先
で
あ
る
東
京
の
寿
司
チ
ェ
ー
ン
「
桃

太
郎
す
し
」（
運
営
は
第
一
川
﨑
屋
）

が
主
催
す
る
人
気
イ
ベ
ン
ト
「
朝
市
」

で
、
海
士
町
の
販
売
ブ
ー
ス
を
毎
月

出
店
し
て
い
ま
す
。

　
朝
市
は
、
地
域
一
番
店
を
目
指
す

桃
太
郎
す
し
に
と
っ
て
大
切
な
イ
ベ

ン
ト
で
地
元
集
客
力
が
大
き
く
、
最

近
で
は
テ
レ
ビ
の
情
報
番
組
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
の
注
目
度
の
高
さ
。

　
海
士
町
ブ
ー
ス
で
は
、
白
い
か
や

岩
が
き
の
炭
火
焼
な
ど
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
。　
月
　
日
に
東
京
・
練
馬
で
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行
わ
れ
た
朝
市
で
は
予
想
を
上
回
る

行
列
が
で
き
、岩
が
き
約
１
０
０
個
、

サ
ザ
エ
約
１
０
０
０
個
、
白
い
か
２

０
０
パ
イ
が
早
々
に
完
売
と
い
う
人

気
で
し
た
。　

月
　
日
の
朝
市
に
は

12
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隠
岐
牛
の
串
焼
き
が
登
場
し
、
こ
れ

も
大
好
評
。
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
て

お
り
、
着
実
に
海
士
フ
ァ
ン
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　「
東
京
で
継
続
的
に
こ
の
よ
う
な

活
動
が
で
き
る
の
も
、
桃
太
郎
す
し

さ
ん
と
の
深
い
信
頼
関
係
が
あ
っ
て

こ
そ
。
今
後
も
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

良
い
関
係
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
、

奥
田
和
司
社
長
補
佐
役
は
語
っ
て
い

ま
す
。

隠岐潮風ファームの田仲壽夫さん

　
建
設
業
か
ら
畜
産
業
に
異
業
種
参

入
し
「
島
生
ま
れ
、
島
育
ち
、
隠
岐
牛
」

の
生
産
と
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
取
り
組

む
「
隠
岐
潮
風
フ
ァ
ー
ム
」
の
代
表
取

締
役
、
田
仲
壽
夫
さ
ん
が
、
島
根
県
が

表
彰
す
る
『
平
成
　
年
度
　
地
域
を

21

引
っ
張
る
！
　
農
林
水
産
業
で
頑
張
っ

て
い
る
リ
ー
ダ
ー
』
の
一
人
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
県
内
で
農
林
水
産
業
に
携
わ
り
、

創
意
工
夫
を
こ
ら
し
て
成
果
を
出
し
て

い
る
各
種
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
を
表
彰

す
る
も
の
で
、
今
回
は
田
仲
さ
ん
を
含

め
７
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
審
査
で
は
、
隠
岐
牛
の
品
質
の
高
さ

や
東
京
市
場
で
の
高
評
価
の
ほ
か
、
廃

材
の
木
材
チ
ッ
プ
と
牛
糞
で
堆
肥
を

作
り
海
士
町
の
田
畑
に
還
元
し
て
い
る

点
、
自
給
飼
料
の
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
る
点
も
重
視
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
仲
さ
ん
は
受
賞
に
つ
い
て
、「
目
標

の
年
間
売
上
１
億
５
千
万
円
に
は
ま

だ
届
か
ず
、
会
社
経
営
と
し
て
は
ま
だ

ま
だ
」
と
謙
虚
に
語
り
つ
つ
、「
応
援
と

し
て
あ
り
が
た
く
受
け
止
め
る
。
地
域

の
将
来
に
残
せ
る
も
の
を
作
り
た
い
」

と
宣
言
。
隠
岐
畜
産
業
界
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、今
年
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
！

東
京
・
練
馬
で
の
イ
ベ
ン
ト「
朝
市
」で
も
大
人
気

海士ブースには大行列が。嬉しい悲鳴

県が表彰する‘頑張っているリーダー’受賞！

知事表彰を受ける田仲さん

《リサイクルのしくみ》

公共事業などで出た

廃材を収集

（上）廃材を砕いたチップの山

（下）それを牛舎に運び、牛の

 寝床にして牛糞と混ぜたもの

水を入れながら攪拌し、空気を入

れ「完熟」するまで発酵させる。

中は８０℃にまで上がる。

完熟したものをふるいにかければ、

堆肥「潮風万作」の出来上がり。

田畑に還元！

葛閣 葛閣 葛閣


